
平
成
二
十
九
年
四
月
九
日

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
茶
会
の
提
唱
者

美
山
要
蔵
ゆ
か
り
の
品
展
示

小
話
そ
の
一　

地
声
は
鍛
え
た
大
声
だ
っ
た
。

　
　（

終
戦
玉
音
放
送
の
翌
八
月
十
六
日
早
朝
、
憲
兵

た
ち
が
大
本
営
の
物
を
盗
っ
て
逃
亡
を
始
め
、
見

咎
め
た
衛
兵
た
ち
に
「
い
ず
れ
市
ヶ
谷
は
真
っ
先

に
米
兵
に
占
拠
さ
れ
る
ぞ
」
な
ど
の
流
言
を
飛
ば

し
て
い
る
と
の
部
下
か
ら
の
報
告
を
受
け
）

「
憤
然
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
美
山
は
、
直
ち
に

大
臣
官
房
の
部
下
一
千
人
を
大
講
堂
に
集
合
さ

せ
、
壇
上
か
ら
両
足
を
踏
み
し
め
て
一
世
一
代
の

演
説
を
ぶ
っ
た
。
毎
朝
、
剣
道
の
素
振
り
で
鍛
え

た
大
音
声
が
、
一
千
人
の
頭
上
に
響
き
渡
っ
た
。

『
外
地
に
は
三
百
万
の
将
兵
が
帰
国
の
日
を
待
っ

て
い
る
。
し
か
る
に
、
い
ち
早
く
逃
亡
す
る
と
は

何
事
か
。
去
る
者
は
去
れ
。
自
分
は
女
房
子
供
を

給
仕
に
し
て
で
も
こ
こ
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
、
全

軍
の
復
員
を
待
つ
。（
前
日
早
朝
自
決
の
阿
南
）

大
臣
の
死
に
恥
じ
ろ
。
考
え
を
改
め
、
一
意
奉
公

に
励
め
。
今
か
ら
大
臣
が
三
鷹
の
ご
自
宅
に
出
発

さ
れ
る
。
そ
れ
を
よ
く
拝
み
、
よ
く
考
え
て
、
お

送
り
申
し
上
げ
ろ
』

　

 

渾
身
の
一
喝
に
、
場
内
は
静
ま
り
返
っ
た
。」

（
伊
藤
智
永
著
『
奇
を
て
ら
わ
ず
』・
文
庫
版
『
靖

国
と
千
鳥
ヶ
淵
』
よ
り
）

　

事
実
亡
父
は
、「
給
仕
に
な
る
」
こ
と
の
な
か

っ
た
私
の
千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
三
年
次
に
、

五
十
六
歳
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
た
。
秋
の
運
動

四
畳
半
、
六
畳
の
居
間
の
ほ
か
は
、
台
所
、
風
呂

場
と
い
う
建
坪
二
十
五
坪
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
造

り
だ
っ
た
。
が
、
な
ぜ
か
玄
関
だ
け
は
表
、
内
の

二
箇
所
が
あ
っ
た
。

　
衆
議
院
公
舎
に
模
様
替
え
し
た
千
坪
の
旧
大
臣

官
邸
と
竹
柵
で
仕
切
ら
れ
た
だ
け
の
二
段
構
え
の

庭
地
七
十
五
坪
に
は
、
毎
朝
卵
を
産
み
出
し
た
鶏

小
屋
を
設
け
た
ほ
か
、
各
種
野
菜
を
植
え
、
居
宅

か
ら
汲
み
取
っ
た
人
糞
を
父
と
交
互
に
天
秤
棒
で

私
も
運
ん
で
は
収
穫
に
励
ん
だ
。

　
六
畳
間
に
は
父
と
姉
の
二
つ
の
座
卓
の
ほ
か
、

五
人
揃
っ
て
の
食
事
時
に
使
う
長
作
り
の
卓
袱
台

が
あ
り
、
食
事
終
わ
っ
て
台
を
片
付
け
た
後
に
亡

父
母
の
寝
床
を
敷
く
日
々
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
手

狭
な
空
間
に
あ
っ
て
も
、
父
は
連
夜
座
卓
で
黙
々

と
筆
を
執
り
、
新
聞
紙
が
真
っ
黒
に
な
る
ま
で
二

〜
三
時
間
集
中
し
て
の
修
練
を
怠
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　
ま
た
、
花
に
あ
っ
て
は
、
自
然
に
生
息
の
植
物

を
素
の
マ
マ
に
活
け
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
は
遠
路
房
総
の
山
中
に
出
向
い
て
ま

で
、
茂
み
か
ら
受
け
る
両
手
両
足
の
皮
膚
疾
患
を

も
の
と
も
せ
ず
、
花
材
収
集
に
一
心
に
励
ん
だ
。

小
話
そ
の
四　

「
霊
は
遍
在
す
る
」
を
信
条
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　

　
御
霊
へ
の
祈
り
は
、
祈
り
を
捧
げ
る
人
が
ど
こ

に
あ
っ
て
も
通
じ
る
と
の
揺
る
ぎ
な
い
思
い
の
も

と
に
、後
半
生
は
戦
没
者
慰
霊
に
終
生
を
捧
げ
た
。

会
で
の
運
動
場
で
は
、
千
五
百
名
の
全
校
生
徒
を

前
に
壇
上
か
ら
挨
拶
、
そ
の
割
れ
ん
ば
か
り
の
大

声
は
、
私
が
気
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

小
話
そ
の
二　

戦
後
の
家
庭
内
で

大
声
を
挙
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
　

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
家
庭
内
で
大
声
を
出
し
た

亡
父
の
姿
の
記
憶
は
な
い
。
終
戦
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
敗
戦
後
の
後
始
末
を
職
責
と
す
る
こ
と
に

一
意
専
心
の
身
に
あ
っ
て
は
、
子
ど
も
の
勉
学
な

ど
の
日
常
に
自
ら
特
段
の
意
向
を
示
す
こ
と
な
ど

は
ま
っ
た
く
な
く
、
叱
声
を
飛
ば
す
こ
と
も
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
自
由
に
任
せ
て
子
ど
も
た

ち
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
た

が
、
た
だ
、
三
人
の
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
が
先
々
へ

の
道
選
択
を
控
え
て
相
談
を
持
ち
か
け
た
場
面
な

ど
で
は
、
親
と
し
て
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
は
黙
っ
て

惜
し
み
な
く
打
ち
出
し
た
。

小
話
そ
の
三　

書
・
花
の
道
へ
の
打
ち
込
み
方
は

尋
常
で
は
な
か
っ
た
。

　

戦
後
に
家
族
五
人
で
居
住
し
た
家
（
亡
父

四
十
四
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
二
十
年
間
）は
、

終
戦
直
前
ま
で
は
、
最
後
に
阿
南
陸
軍
大
臣
が
自

決
し
た
官
邸
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
馬
子
舎
を
改
造

し
た
も
の
だ
っ
た
。一
本
の
廊
下
に
沿
っ
た
八
畳
、

　
家
に
あ
っ
て
は
観
世
音
菩
薩
像
の
見
守
る
八
畳

間
の
仏
壇
前
で
、
日
蓮
宗
信
者
と
し
て
毎
夜
十
五

分
間
の
読
経
を
一
日
と
し
て
欠
か
さ
ず
、
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
に
あ
っ
て
は
、
在
来
宗
派
に
止
ま

ら
ず
、
広
く
新
宗
連
各
派
の
理
解
も
得
て
毎
年
の

奉
仕
法
要
を
仰
い
だ
。

小
話
そ
の
五　

最
晩
年
も
「
千
鳥
ヶ
淵
へ
行
か
ね
ば
」

　
　
　
　
　

　
八
十
六
歳
で
最
期
を
迎
え
た
二
年
前
か
ら
病
に

よ
り
入
院
、
同
時
に
奉
仕
会
理
事
長
の
任
は
離
れ

て
、
終
日
ベ
ッ
ド
で
の
療
養
に
あ
た
っ
た
。

　
あ
る
日
に
は
眠
り
か
ら
半
ば
の
目
覚
め
で
突
如

と
し
て
立
ち
上
が
り
「
千
鳥
ヶ
淵
に
行
か
ね
ば
」

と
背
広
に
手
を
通
し
始
め
、
見
舞
い
の
私
が
「
も

う
次
の
方
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ

か
ら
」と
ベ
ッ
ド
に
押
し
戻
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
最
晩
年
の
入
院
先
で
加
療
専
一
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
な
が
ら
、
時
に
な
お
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
へ
奉
仕
に
出
向
く
思
い
に
駆
ら
れ
て
い
た
。
長

く
全
身
全
霊
を
賭
し
て
の
奉
仕
の
思
い
に
、
最
後

ま
で
見
合
っ
た
一
齣
と
、
家
族
全
員
が
感
慨
を
新

た
に
し
た
次
第
で
は
あ
っ
た
。

亡
父
・
美
山
要
蔵
の
生
前
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
　
　
美
山
光
庸（
次
男
）



一
九
〇
一
年 

◉
（
明
治
三
十
四
年
）
六
月
十
四
日
、
美
山
平
蔵
・
ま
き
の

 

五
男
と
し
て
生
ま
れ
る

一
九
三
三
年 

◉
（
昭
和
八
年
）
四
月 

宮
地
静
枝
（
父
は
土
佐
出
身
・
中
将
、

 

伯
父
に
南
次
郎
大
将
）
と
結
婚

 

十
一
月 

陸
軍
大
学
校
卒
業
（
第
四
十
五
期
）

一
九
四
五
年 

◉
（
昭
和
二
十
年
）
二
月 

陸
軍
省
高
級
副
官　

 

八
月 

終
戦 

阿
南
惟
幾
陸
相
自
決

 

十
二
月 

第
一
復
員
省
文
書
課
長

一
九
五
〇
年 

◉
（
昭
和
二
十
五
年
）
七
月 

引
揚
援
護
庁
復
員
局
局
付

一
九
五
二
年 

◉
（
昭
和
二
十
七
年
）
三
月 

沖
縄
の
遺
骨
収
集
へ

一
九
五
四
年 

◉
（ 

昭
和
二
十
九
年
）
四
月 

厚
生
省
引
揚
援
護
局
次
長

一
九
五
六
年 

◉
（
昭
和
三
十
一
年
）
二
月 

ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
の
遺
骨
収
集
へ

一
九
五
九
年 
◉
（
昭
和
三
十
四
年
）
三
月 

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
竣
工
式
・

 
全
国
戦
没
者
追
悼
式

一
九
六
二
年 

◉
（
昭
和
三
十
七
年
）
五
月 

厚
生
省
退
官

一
九
七
七
年 

◉
（
昭
和
五
十
二
年
）
五
月 

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
の

 

理
事
長
に
就
任

一
九
七
八
年 

◉
（
昭
和
五
十
三
年
）
十
月 

靖
国
神
社
Ａ
級
戦
犯
合
祀

一
九
八
三
年 

◉
（
昭
和
五
十
八
年
）
十
一
月 

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
茶
会
開
催

一
九
八
七
年 

◉
（
昭
和
六
十
二
年
）
七
月
三
十
一
日
、
死
去
、
八
十
六
歳

一
・
美
山
要
蔵
と
い
う
人

　
美
山
要
蔵
ゆ
か
り
の
品

一
・
茶
碗

生
前
、
要
蔵
が
愛
用
し
て
い
た
も
の
。

没
後
、
妻
の
静
枝
よ
り

次
女
の
靖
子
が
譲
り
受
け
た
。

二
・
茶
袱
紗

要
蔵
か
ら
の
依
頼
で
、

妻
の
静
枝
が
あ
り
あ
わ
せ
の
布
を
使
っ
て

手
作
り
し
た
も
の
。

要
蔵
が
茶
道
を
辞
め
、

華
道
と
書
道
に
専
心
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

「
多
少
な
り
と
も
茶
道
を
習
っ
た

靖
子
が
使
い
な
さ
い
、

持
っ
て
お
く
よ
う
に
」

と
生
前
に
託
さ
れ
た
。

三
・
扇
子

仕
事
で
頻
繁
に
通
っ
た
舞
鶴
出
張
の
折
に

主
に
、
新
聞
紙
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
た
大
き
な
包
み
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
小
脇
に
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
抱
え
た
フ
ラ

ン
ス
人
よ
ろ
し
く
、
父
は
車
に
乗
り
込
ん
で
、
出
勤
し
て
い

き
ま
し
た
。

父
を
支
え
尽
く
し
た
完
全
無
私
の
母

　
陸
軍
軍
人
の
家
系
で
、父
を
支
え
尽
く
し
た
母・静
枝
は
、

ま
た
母
で
、
完
全
無
私
の
人
で
し
た
。
無
私
の
佇
ま
い
の
な

か
に
こ
そ
己
は
存
在
し
て
い
る
、
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
か
。

　
あ
く
ま
で
家
内
で
、
あ
く
ま
で
控
え
目
。
す
べ
て
を
秘
し

て
、
な
お
か
つ
芯
は
し
っ
か
り
。
い
ま
の
世
の
中
を
生
き
る

私
に
は
　
と
う
て
い
真
似
ら
れ
ま
せ
ん
。

父
の
職
場
で
江
戸
千
家
茶
道
を
習
う

　
父
は
復
員
局
〜
引
揚
援
護
局
次
長
時
代
に
、
局
内
に
文
化

的
な
こ
と
を
取
り
入
れ
た
い
と
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
文
化
部

を
新
設
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
私
も
週
一
回
の
放
課
後
、
当

時
市
ヶ
谷
（
い
ま
の
防
衛
省
敷
地
内
）
に
あ
っ
た
役
所
に
通

い
、
役
所
の
職
員
と
一
緒
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
広
い
板
の
間
の
稽
古
場
に
は
、
庭
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

床
は
と
て
も
高
く
、
巨
大
と
も
思
わ
れ
る
自
然
の
踏
み
石
が

置
か
れ
て
お
り
、
膝
を
思
い
切
り
高
く
揚
げ
て
上
が
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　
職
員
の
方
々
は
昼
休
み
か
職
務
終
了
後
に
習
っ
て
お
ら
れ

た
よ
う
で
す
が
、私
は
ほ
と
ん
ど
一
人
で
習
っ
て
い
ま
し
た
。

和
服
姿
で
引
っ
詰
め
黒
髪
の
先
生
は
、
い
つ
も
次
の
生
徒
が

来
る
の
を
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
正
座
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
う
か
が
う
と
す
ぐ
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、

終
わ
る
と
ま
た
す
ぐ
に
都
電
・
三
宅
坂
駅
近
の
自
宅
（
永
田

町
一
丁
目
八
番
地
）
ま
で
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。

　
役
所
で
父
と
顔
を
合
わ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
配
り
を
欠
か
さ
ぬ
心
の
持
ち
主

　
父
は
な
ん
と
い
う
か
、
人
と
の
関
係
が
水
平（
フ
ラ
ッ
ト
）

で
し
た
。
自
分
は
措
い
て
、
他
者
に
尽
く
す
人
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
市
ヶ
谷
の
引
揚
援
護
局
時
代
、朝
に
迎
え
の
車
が
来
ま
す
。

定
刻
よ
り
早
め
に
来
ま
す
。
そ
れ
と
察
す
る
と
、
父
は
母
に

言
い
ま
し
た
。

「
お
ー
い
、
渡
辺
君
に
お
茶
を
」

　
母
が
淹
れ
た
お
茶
を
盆
に
載
せ
、
運
転
手
の
渡
辺
さ
ん
へ

差
し
出
す
の
は
お
運
び
さ
ん
の
私
で
し
た
。

　
あ
る
朝
、
私
は
千
代
田
区
立
永
田
町
小
学
校
登
校
の
道
途

中
に
停
車
中
の
父
の
車
に
気
付
き
ま
し
た
。
差
し
掛
か
る
と

運
転
席
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
渡
辺
さ
ん
。

「
お
父
さ
ん
に
は
内
緒
ね
」

近
く
ま
で
早
め
に
来
て
、
定
刻
き
っ
か
り
に
自
宅
門
前
に
。

　
小
学
五
、六
年
生
時
の
子
供
心
に
も
、
渡
辺
さ
ん
の
誠
実

な
配
慮
は
身
に
沁
み
ま
し
た
。
母
に
は
こ
っ
そ
り
伝
え
た
も

の
の
、
父
に
は
口
が
裂
け
て
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
聞
紙
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
の
大
き
な
包
み

　「
あ
っ
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
が
来
て
く
れ
る
日
だ
。
若

者
は
い
つ
だ
っ
て
腹
を
空
か
し
て
お
る
。
家
に
あ
る
も
の
、

な
ん
で
も
い
い
、
み
ん
な
包
ん
で
く
れ
」

　
マ
ー
ガ
リ
ン
、
ジ
ャ
ム
な
ど
を
は
さ
ん
だ
コ
ッ
ペ
パ
ン
を

父
・
美
山
要
蔵
の
思
い
出

深
澤
靖
子（
次
女
）

京
都
や
、神
田
、日
本
橋
の
専
門
店
な
ど
で
、

買
い
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

余
白
に
、要
蔵
の
記
し
た
覚
え
書
き
が
見
え
る
。

四
・
美
山
照
陽
著
『
王
羲
之
と
の
對
話
』

華
道
誌
に
連
載
の
百
話
を
ま
と
め
た
も
の
。

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
に
刊
行
。

照
陽
は
要
蔵
の
筆
名
。

五
・
干
支
年
賀
状

毎
年
の
干
支
を
年
ご
と
に
五
百
余
通
、

要
蔵
が
篆
書
で
揮
毫
。

右
よ
り
、

一
行
目　
寅
、
子
、
申

二
行
目　
酉
、
丑
、
巳

三
行
目　
戌
、
龍
、
午

四
行
目　
亥
、
卯
、
未

六
・
伊
藤
智
永
著
『
奇
を
て
ら
わ
ず
』

講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
の

最
終
選
考
に
残
っ
た
力
作
。

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
刊

七
・
伊
藤
智
永
著
『
靖
国
と
千
鳥
ケ
淵
』

「
Ａ
級
戦
犯
合
祀
の
黒
幕
に
さ
れ
た
男
」

の
副
題
を
持
ち
、
カ
バ
ー
に
は

「
陸
軍
省
高
級
副
官・美
山
要
蔵
の
昭
和
！
」

『
奇
を
て
ら
わ
ず
』
の
文
庫
版
。

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）

講
談
社
刊

定
価
：
本
体
一
〇
〇
〇
円
（
税
別
）

二
・
華
道
、
書
道
、
茶
道
と
の
か
か
わ
り

・
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
四
月
・
今
村
均
大
将
軍
事
裁
判
の
弁
護
で
ラ
バ
ウ
ル
へ

　
五
月
帰
国

・
六
月
・
復
員
局
に
文
化
部
新
設
（
第
一
復
員
省
文
書
課
長
）

・
軍
刀
を
売
り
、
茶
筅
と
花
鋏
と
筆
を
購
入

・後
半
生
は「
生
活
に
幅
」「
内
面
の
豊
か
さ
」「
文
化
的
活
動
の
充
実
」「
芸
術
的
な
道
の
探
求
」

■ 

華
道

・
草
月
流
（
勅
使
河
原
蒼
風
・
花
の
ピ
カ
ソ
）
と
日
新
流
（
新
井
日
新
・
自
由
花
）
に
入
門
　

・
つ
づ
い
て
古
流
（
伝
統
花
）

・
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
十
一
月
三
日
　
華
道
・
美
山
流
創
設

・
十
二
月
二
十
五
日
、
大
正
天
皇
祭
に
大
宮
御
所
で
花
を
生
け
る
。
貞
明
皇
后
臨
席

・
引
揚
援
護
庁
復
員
局
華
道
班
　
草
月
流
：
女
性
三
十
名
・
自
由
・
上
品
・
繊
細
・
優
美

 

美
山
流
：
十
名
・
野
性
味
あ
る
無
骨
な
力
強
い
作
風

・
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
一
月
二
十
八
日
　
皇
居
で
挿
花
　
昭
和
香
淳
皇
后
臨
席

■ 

書
道

・
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
書
壇
院
の
前
本
菁
竹
門
下
に
入
る

・
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
書
壇
院
展
で
文
部
大
臣
奨
励
賞
受
賞
、
院
友
と
な
る

・
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
総
理
府
賞
勲
部
臨
時
書
家
に
無
審
査
採
用

　（
二
百
万
枚
の
勲
記
）

・
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
書
壇
院
展
で
特
別
賞
受
賞
、
審
査
員
と
な
る

・
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）『
王
羲
之
と
の
對
話
』
を
刊
行

■ 

茶
道

・
復
員
局
文
化
部
で
江
戸
千
家

（
伊
藤
智
永
著
『
奇
を
て
ら
わ
ず
ー
陸
軍
省
高
級
副
官
美
山
要
蔵
の
昭
和
！
』
よ
り
引
用
）


